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琉球舞踊譜（10）

～女踊り・四つ竹～

金城光子

RyukyuanDanceNotation(10）

TheNotationofWoman,sDance：ＹＯＴＳＵＤＡＫＥ

MitsukoKINJO

(ReceivedOctober31,1994）

Summary

ThispapaerisacaseoftheRyukyuanDancenotationapplyingtoaclassicaldance,"YOTSUDAKE"

ｏｎｅｏｆｔｈｅｗｏｍａｎ，ssevendance．”YOTSUDAKE”isacelebratorydanceperfbmedasanintroductionto

danceprograms・Carryingflowers，dancerswearbamboohatsandcostuｍｅｓwithtraditionalOkinawan

bingatadesigns・Ｉｎｅａｃｈｈａｎｄｔｈｅｙｈｏｌｄｔｗｏｌ５ｃｍｓｔｒｉｐsofbamboocollectivelyknownasYOＴＳＵＤＡＫＥ

(鰯fOurbamboos")，whicharebeatentogetherintimetothemusic，Themoredancers，thegreaterthe

splendor，whichiswhythisextremelycolorfuldanceisespeciallysuitedtogroupperfOrmances・Since

theMeijiperiodithasbeencommonlyassumedthatthisdancewasintendedfOrcommercial，group

perfOrmances・Ｔｈｅｌｙricssay:'，Strikingtheyotsudake，ｗｅａｒｅｈｏｎｏｒｅｄｔｏｃｏｍｅａｎｄｄａｎｃｅｉｎｔｈis

perfOrmance,”Asobservedinthepreviouspaper，thenotationhasthefOllowingcharacteristicstopre‐

sentthedancefromvariousperspectives:1)themovementsofthebodyclearlyshownbypictures，２)the

notationofthemovementsandmusic'３)thecombmationofthepicture-figurenotation，fugonotation，

andthesymbolsconsistofthenotationof”YOTSUDAKE,”４)theexplannationofthedance，５)the

songs,ａｎｄ6)thewaytodance．

１四つ竹踊り譜について 四人、その他、多人数による集団舞踊としても踊

られている。

古典女踊りの紅型衣装と冠りものの花笠の華や

かな色彩と､四つ竹の音の響きの良さが調和して、

集団舞踊としての美しさが発揮される面と、琉球

舞踊の女踊りの雰囲気と特徴が表現できる踊り

で、一般的に親しまれている踊りの一つである。

古典女踊りとは、宮廷舞踊の事で、かつての琉

球王国時代に宮中で踊られていた舞踊を差してい

る。その女踊りの種類は、およそ、次のような１５

種である。

(1)踊りの概要

この踊りは、四つ竹を持って踊る“女踊り'1で

あるので、「四つ竹踊り」と呼ばれているが、「く

わで－さ節」で踊る事から「踊りくわで_さ」と

も呼ばれている。

踊りは､琉球古典女踊りの一つで､｢かぎやで風」

と同様、“めでたさ,，を表現した、祝儀、祝賀の

踊りである。

舞台での踊り形式は、一人蹄、二人踊、三人、

.PhysEduc.，ColLofEducation，UniversityoftheRyukyus、
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(1)通常、女七踊りといわれている女踊りの典型

的なものは、「伊野波節」「作田節」「かせかけ」

「本貫花」「天川」「柳」「諸屯」の七種あり、

その他の女踊りは、「四つ竹踊り」「稲まずん」

「瓦屋節」「芋引」「本花風」「女こてい節」「本

嘉手久節」「しゅんどう」の八つである。

それぞれの踊りは、歌詞・内容・持ち物が異

なり、独自な雰囲気を持っているが、扮装は、

琉球紅型の打ち掛け姿に髪飾りなど典型的な古

典のもので統一されたものである。

“四つ竹'，の踊りは「踊いくわでい－さ－節」

で踊るが、“くわでい－さ－節，，の歌詞の作者

は不明とされているが、「かぎやで風」の踊り

と同様、祝いの席で、めでたさを表現する踊り

である。

「かぎやで風」の踊りが「男踊り」の技法の

基本型として琉球舞踊の基礎としての入門の踊

りであるのに対し、「四つ竹踊り」は、古典女

踊りの基本型を学習する入門の踊りという事が

出来る。

つ竹を打ち鳴らしながらか皆んなで踊り楽しく

過ごす事は、何んとすばらしい事でしょう。

(4)扮装

衣装は、琉球古典舞踊の「女踊り」の典型的

なもので、胴衣・下袴の上に紅型打掛を着け、

紫中帯にはさみこんで結ぶ着付で、赤又は白足

袋を履く。

髪型は、古典女踊りの結い方で、頭上に元結

いを結い、顔の左右に、もみあげを作り他の髪

を後ろで結わえて背の中央に垂す。紫長布（紫

サージ）を額から耳の上を通して後に結んで、

髪と共に後ろに垂す。冠り物の「花笠」がある

ので、髪飾りはつけない。

(5)笠のかぶり方

「花笠」は、左右に赤い綿入れの紐が付いて

いて、右側の輪の先に30センチ位の長い紐が付

いている。まず、両手で「花笠」を持ち、髪型

の頭の元結いに花笠の中央をすっぽりかぶせる

ようにして笠をかぶり、右側の長い紐を左側の

輪を通して右へ戻し、右耳の後ろの紐に差しこ

むようにして固定する。「笠」の顔前の縁がほ

ぼ眉の高さになるように基準を決め、ややほぶ

かにかぶる形にする。

(2)踊りの歌詞

１節打ち鳴らし鳴らしuchinarashimrnshi

（ハヤシ）サーセンスルセンスルセー

ｓａｓｅｎｓｕｒｕｓｅｎｓｕｒｕｓｅ－

2節四つ竹は鳴らちyuchidakiwanarachi

〈ハヤシ）サーセンスルセンスルセー

ｓａｓｅｎｓｕｒｕｓｅｎｓｕｒｕｓｅ－

(6)小道具

冠り物の「花笠」は、地の古典舞踊、「伊野

波節」や「本嘉手久節」にも用いられる小道具

の一つである。また、創作舞踊などにも用いら

れている。

例えば、男女打組で踊る創作舞踊「仲里節」

で女性が「花笠」を持って踊る。その他の創作

舞踊にも使用されている。

持ち物の「四つ竹」は、竹を１０センチ位の長

さに四つ割りにし、４センチ位の幅に切り、表

は黒色､裏は赤色に塗ったものに､紅白または、

赤色の房を着けたものである。

その他、「四つ竹」は、民踊おどりなどにも

用いられているが、その場合の「四つ竹」は、

表は地色にニス塗りで、裏は赤色に塗ったもの

に紅白の房を着けたものを用いている。

古典舞踊も民踊も「四つ竹」の長さや幅など

3節今日や御座御座出でて遊ぶ

kiyuyauzauzanjitiashibu

（ハヤシ）サー遊ぶ嬉しや

saashibuurisha

4節今日や御座御座出でて遊ぶ

kiyuyauzauzanjitiashibu

（ハヤシ）サー遊ぶ嬉しや

ｓａａｓｈｉｂｕｕｒｉｓｈａ

(3)踊りの内容

踊りの内容は、歌詞にもあるように、今日は

とてもおめでたい日である。この祝いの席で四
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の大きさは同じで、二枚ずつ両手に持ち、打ち

鳴らしながら踊る。

先述のように、「四つ竹」は、「エイサー踊り」

「臼太鼓｣などの民俗芸能にも使用されており、

また、雑踊り（近代舞踊）の「貫花踊り」の後

半の「南だき節」も「四つ竹」を打ち鳴らしな

がら踊る。

(7)小道具の持ち方・扱い方

「四つ竹」の持ち方は、二枚の竹の表を重ね

合わせて、手の平の指のつけ根に四つ竹の縁を

揃えて置き、内側の竹を親指の第一関節で押さ

え、外側の竹を他の四本の指の第一関節でおさ

え、二枚を開閉させて打つ。

※民踊や民俗芸能などに使用する「四つ竹」

には、竹片の中央に穴を開け、ゴム紐を通した物

があり、ゴム紐に中指と親指を通して打っている

場合もあるが、本来の扱い方は、ゴム紐を使用し

ないで持って打つ事が望ましい。

女立ち・基本立ち(前面・後面）

｢花笠」については、５のかぶり方を参照の事。

２踊りの技法・おもな動作

６１
１｜

女立ち・基本立ち(側面）

この項では、「四つ竹踊り」の主な動作・技法

の解説はいわゆる､これまで記述した舞踊譜の｢女

踊り」の技法の典型的な方法と共通的な手法であ

るが、小道具（四つ竹）を両手に持った振りであ

る点で特有なニュアンスをかもしだしている。

「出羽」の立ち方：右足を左足前に爪先を正面

に向けて出し、左足を右足に沿いながら左前に出

して、面を右に入れ、左足に重心を移しながら右

足を左足に沿って右斜前に出し、右足に重心を移

し膝を曲げて面を左に入れ、上体を正面に向けな

がら、左足を左斜前に摺り出し、かかとをつけ、

爪先をやや上げて立つ。上体は、円を描くように

カーブをつけてなだらかに､面と共に移動きせる。

その他、踊りの中での「女立ち」も同様な方法

で行なうが、この場合は､右足を右斜前に出して、

重心をかけながら右膝を曲げて面を左に入れ（右

向き)、上体と面を正面に向けながら、左足を左

斜前に摺り出し、かかとをつけ爪先あげで「女立

ち」になる。

※左足のかかとは、右足の指のつけ根の延長

線上か、または、右足の三分の－上の部分に出す

①立ち方：「女立ち」・「基本立ち」

立ち方は、｢男立ち」に対して｢女立ち」または、

「基本立ち」という、基本の立ち方・構えである。

両手を左右の体側に力をぬいて､真直に下ろし、

右足をやや曲げて、左足を左斜前に、かかとをつ

けて出し、爪先をやや上げて立つ。この時、両肘

は体側につけ､背筋を伸ばし､右足に重心をかけ、

体の軸を真直にし、みぞおちをやや、たたみこむ

ようにする。

立った姿勢は、お尻が後ろに出ない事。目線は

やや落とした感じで前方を見る。

②立ち方・女立ち
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ろ（切り返し)。ようにし、お尻が右側にずれないように、身体の

軸が真直になるようにする事。

⑦右まわり・女立ち

右手前左手横に上げた状態で、右足先を右に向

けて出し、左足を右足に沿いながら右横に出すと

同時に体を右にまわし、両手を上に上げて面を右

に入れ、左手前右手右横に下ろしながら、右足を

前に出して重心をかけ、両手を上げながら、左足

を左斜め前に出し、両手を体側に下ろして「女立

ち」になる。

③歩き方・歩み

歩き方は、男踊りと同様、足蕊で床を摺って歩

く「摺り足歩行」であるが、基本的な姿勢に男女

差があるように、歩行も、男性が両手を前方に出

して構えて歩くのに対し、女性は、基本姿勢「女

立ち」でも分るように、両手を体側につけて下ろ

した形で歩を運ぶ歩き方である。したがって、女

体をやや前に倒した形になり、目線を少し落して

歩き、歩幅も一足長で両膝を接触させて、やや曲

げた状態で歩を運ぶ。

③両手の引き・押し動作

両手の平を上に向けて、体前に引き、手の平を

伏せて前方に押す（突く形)。

④始動構え・始動

左斜めに出した左足を少し引いて、爪先を内側

（右足側）に向けて両膝を曲げて面を右に入れる

（始動構え)。次いで、右足を右後ろに出し、両

膝を曲げて膝と爪先を内側に向き合わす（逆ハの

字）面を左に入れ、右手上左手体前に上げながら

上体を正面に向け、重心を右足に移し、面を右に

入れる（首を右に曲げる)。

この方法は、「かぎやで風」の時の男踊りの技

法の逆動作であるか、女踊りは、体の向きと面の

向きを一致させながら、常になだらかな曲線を描

くようにする事と、男踊りの足の出し方と異なる

「逆ハの字」によって、円い曲線的な動きをする
事が特徴である。

⑨右手かざし.立位ポーズ

両手を下から右手上､左手体前に回して上げる。

この時右足に左足を交差する。

⑩左手かざし・座位ポーズ

右手かざし・立位ポーズの反対動作を行ない

座ってポーズ。

両者共、上がっている手の方に面を入れる。

⑪両膝立て・かみ手

床上に、両膝立てになり、両手を右上に上げ、

左の方えまわしながら、手首をこれ回し両手を上

に上げて止める。（物を頭にのせる事を、沖縄方

言で、カミーンというところから、「かみ手・

Kamdi｣）と呼ぶ。

「かみ手」は、「四つ竹踊り」では、２節の両

膝立てで行なう場合と、４節の始めの立ったまま

動作する、二か所で行なう。

⑤突き方

突く動作は、男踊りと同様な方法で行なう。但

し、突く動作は、面と上体の向きと一致させる事

と突いた後に「上体を正常位に戻す」動作が加わ
る。

突き方は､左足を出して膝を曲げ重心を移して、

右足を摺り出し、右足に重心を移しながら左足を

右足後ろに引き寄せ（そえる）ろ。

⑫まわり方

まわり方（小まわり）は、左右共男踊りの形と

同様だが､「女踊り」の場合は、男の膝割り動作・

八文字形の膝と爪先の向きを逆にし、女は、内股

状態で、逆ハの字になり、いわゆる、円形状態で、

曲線を描きながら動作する所に特徴がある。

⑥切り返し構え・切り返し

両膝を曲げ、左足を左斜前に出しながら両手を

あげ、左足に重心を移しながら左手前右手右横に

伸ばし（切り返し構え)、右足先を右に向けて出

しながら右手体前左手左横に伸ばし、右まわりす

⑬抱き手

左抱き手・右抱き手共に子供を抱いた状態の形

－２２８－
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をつくる。

左抱き手の方法は､左手を体前内側に巻きこみ、

次いで、右手で左手を包みこむようにして巻きこ

みながら、左手の平を上にして左前に出し、両手

で子供を抱いている様な形で、面を右に入れて左

を見る。

右抱き手は、左の反対動作を行なう。

舞台中央から上手に向きを変え、さらに、下手に

向きを変える事を「角（すみ）を切る」即ち、

rshimichiri」という。

⑰出羽

「四つ竹踊り」の出羽は、「かぎやで風」と同

様に、下手から上手に向かって、真直舞台中央ま

で出て、女立ちになる。

⑭抱き手・半身（入身）・斜め前突き足

抱き手のまま、左斜前に前進、左足突き動作を

行なう場合、上体を正面に向けた形で、面を右に

入れて左を見たまま、半身で動作する。右側もそ

の反対動作を行なう。

⑱立ち羽

男踊りの場合の「男立ち」になる構え。また、

女踊りの場合の「女立ち」になる構え・動作の事

を“立ち羽”とも呼んでいる。

⑮足交差・両手交互上げ

左足または右足を交差したまま、両手を右・

左・右・左と交互に上げ下げをする。

たく゛寄せる様な、または、引き寄せるような動作

をし、面は、右手上の時は左に入れて左手上の時

は、面を右に入れて左を見るという様に、手と面

と上体の向きを一致させ、やわらかさを出すよう

にする事がこつ。

⑲入羽

「四つ竹踊り」の入羽・退場の方法は、下手奥

に向いてゆっくり退場する仕方である。

⑳「四つ竹」の打ち鳴らし方

「四つ竹」は、歩行と一致させて、２拍に１回

ずつ打つ方法で、最初から終りまで同じ調子で打

ちつづけて踊る。

⑯角切り（すみきり）

４節の前半の踊りの「切り返し・右まわり」の

場合､後ろ向きにならずに、右斜後ろ向きになり、

上手の方向に四歩進み、四歩目の左足を、舞台の

下手から上手を結ぶ対角線上に出し、右足を右横

に出して左まわりをして下手向きになる。このよ

うに、「中踊り」から「入羽」に移行する際に、

３「四つ竹の組み立てと踊り方」

踊りの構成(組み立)は､「かぎやで風」と同様、

「出羽」「中踊り」「入羽」の形式であり、歌詞に

も示したように、四節でまとめられ、踊りの長ざ

は、約７分である。

踊りの構成と動作は、次のように示される。
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｢四つ竹踊り」の組み立てと踊り方

出羽………「下手」から舞台中央へ真直向いて歩く。中央で右まわりをして「女立ち」

1節……始動構え・始動で、右手上、左手体前に上げ、左足から四歩前進右足突き、上体

を正常位に直す。

両手下ろし両膝を曲げ、左足斜め前出と両手上げ「切り返し構え」「切り返し」で

右まわり、後ろ向き右足から四歩前進。右まわり正面に向き、「女立ち｣。

中 2節･…･･右足を右斜めに引き、両手の、引き・押す動作で両手を体前に上げ、左足から四

歩前進、右足突き、上体を正常位に戻す。

右足右へ．両手右に下ろし、左足交差・両手右上かざし（ポーズ)。右まわり右足

交差・両手左上かざし（ポーズ）のまま、右膝立て座り（ポーズ)。両膝立てと「両

手こねまわし・かみ手」左足で立ち、二歩前進、左まわり後向き、左足から四歩

前進する。

踊 3節……両手を上げたまま左まわり右抱き手左斜前・前進・左足突き、左抱き手右斜前

に前進・右足突き。

右足・右斜後ろ出し．左手上右手下（始動）・右出上・左手前上げ（右上かざし

構え)、左右二歩前進・左まわり・後ろ向き、左足から七歩前進・右足交差・右手

上左手下で正面向き・両手の交互上げ四回目の右手下ろしと両膝曲げ・右手上右

足後ろ出しで、左まわり・左手上・左足交差、両手の交互上げ四回、右手下ろし

と右まわり・左抱き手・後ろ向き・右左二歩前進、右手前・左手横で右まわり・

女立ち。

り 4節……始動構え・両手右上あげ・かみ手で両手上げ、左足から四歩前進・右足突き・上

体正常位直し、切り返し構え・切り返し・右まわりで右斜後ろ向き（舞台上手奥

向き）・右足から四歩前進・左まわり（角切り）で下手奥向き（舞台の上手・下

手を結ぶ対角線上に立つ）・左足から四歩前進・左足交差と両手の交互上げ四回・

右まわり・右足交差と両手の交互上げ四回（上手を振り返る形になる)、両手下ろ

し.両膝曲げ・右足出と両手上げ、両手左下おろし.両膝曲げ・左足出と両手上

げ、両手下ろし・膝曲げ。

入羽………右足から下手奥に向かって退場する。
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4 "YOTSUDAKE"

OUTLINE OF "YOTSUDAKE"

"YOTSUDAKE" is a celebratory dance performed as an intruduction to dance programs. Carrying

flowers. dancers wear bamboo hats and costumes with traditional Okinawan bingata desingns. In each

hand they hold two 15 cm strips of bqamboo collectively known as YOTSUDAKE ("four bamboos") ,

which are beaten together in time to the music. the more dancers, the greater the splendor, which is

why this eztremely colorful dance is especally suited to group performances. since the Meiji period it has

been commonly assumed that this dance was intended for commercial, group performances. the lyrice

say:"Striking the yotsudake, we are honored to come and dance in this performance.

LYRICS OF "YOTSUDAKE:UDUI "KUWADIISA BUSHI"

(I) Uchi narashi narashi sa sensuru sensuru se

(2) Yuchidakiwa narachi sa sensuru sensuru se

(3) Kiyu ya uza uzanjiti ashibu sa ashibu urisha

(4) Kiyu ya uza uzanjiti ashibu sa ashibu urisha

CHOREOGRAPHY OF "YOTSUDAKE"

"Njifa" (Entrance) - 1) walk towards the center with the hands on the sides while clapping the bamm·

boo slabs (Fig. I-B) I 2) right face then do the female standing form with the left foot slightly stretched

to the side (Fig. 9-16) .

«(1) -1) do the vertical hand coil while moving the left foot inwards (Fig .17-18) , 2) stretch legs still

doing the hand coil, slightly bend the knees and face left while raising the right hand up and the left in­

front of the body I walk 4 steps starting with the left foot I bend the head towards the left then do the

right leg thrust and straighten. the body afterwards (Fig.19-33) , 3) lower both hands to the side,

bring the hands in front of the left side of the body while stretching the left leg to the side then do the

"kirikaeshi" to the left (Fig. 34-39) , 4) maintaining the hand forms small turn to the right ending facing

back (Fig .40-43) I 5) walk 4 steps starting with the right (Fig .44-47) , 6) then do the small turn to the

right while raising the hands at head level (Fig .48-52) I 7) lower the hands to the right side while cros­

sing the feet ending with the female standing form (Fig. 53-58)

«(2) - 1) slightly face right (Fig. 59-60) , 2) stretch hands, bring close to chest then straighten it up

again while facing left and slightly bending the knees (Fig. 61-65) , 3) walk 4 steps starting with the left

and do the right foot thrust while maintaining the hand posture (Fig.66-74) I 4) bring the hands to the

right side while crossing the left foot over the right and the raising the irght hand up and the left infront

of the body (Fig. 75-79) , 5) turn towards the right then crossing the right foot over the left while rais-
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ing the left hand and and the right infront of the body. then maintaining hand posture kneel down

(Fig.80-9l) • 6) while kneeling with both knees move the hands in a counter-clockwise direction ending

up (Fig. 92-97) I 7) stand up maintaining hand positions (Fig.98-99) , 8) maintaining hand position

small turn to the left ending facing back (Fig.100-l03). 9) walk 4 steps starting with the left foot

(Fig .104-107) .

((3) -1) maintaining hand positions turn towards the left (Fig .108-110) , 2) slowly face towards the

left while doing the vertical hand coils. while doing the left leg thrust maintain the left hand over the

right the close feet together, then do the same sequnce on the other side (Fig.111-129) ,3) vertical hand

coils while body slightly diagonal to the right and then face left with right hand up over the left which is

infront of the body (Fig. 130-133) , 4) walk 2 steps starting with the left (Fig. 134-135) , 5) maintaining

hand positions small turn to the left ending facing back (Fig. 136-140) I 6) walk 7 steps starting with the

left foot (Fig. 141-147) , 7) step right outwards and maintaining a crossed position position. do the ver­

tical hand coil (Fig. 148-149) • 8) right foot over left while doing the vertical hand coil (Fig.1S0-154),

9) move towards the other side by moving the body towards the left and do the left foot over right cross

(Fig.1SS-159) • 10) maintain a crossed feet position while doing the vertical hand coils (Fig.160-165) •

11) position the left hand nearer the chest than the right while turning towards the back (Fig.166-169) ,

12) walk 2 steps starting with the right (Fig.170-171) • 13) small turn to the right while moving the

hands form the left side I up then down to the right side (Fig .172-178) I 14) cross right foot over left I

move hands up then going down while doing the while female standing from (Fig. 179-183) .

((4) -1) move left foot inwards (Fig .184) I 2) move the hands from the right side going up ending

there (Fig .185-190) • 3) maintaining hand position up walk 7 steps then do the right foot thrust

(Fig.191-201) , 4) lower the hands to the side while slightly bending both knees (Fig.202-204) , 5)

hands to the left side, then to the right then back to the left while crossing the right over the left

(Fig.206-208) • 6) maintaining the hands on the left side small turn to the right ending facing back

(Fig.209-213) , 7) walk diagonally to the right 4 steps starting with the right foot (Fig.214-217) , 8)

face diagonally to the left (Fig. 218-221) • 9) walk 4 steps to the left starting with the left foot

(Fig. 222-225) , 10) maintain a left foot over right position while doing the vertical hand coil while bodyt

wisted to the left (Fig. 226-228) , 11) tilt a little still doing the hand coil and the slightly bend the knees

(Fig.229-232) I 12) move body towards the right side still doing the hand coil (Fig. 233-237) , 13) main­

tain a right foot over left position still doing the hand coil (Fig .238-243) I 14) slightly bend the knees

while bring the hands to the right side (Fig. 244-245) • 15) both feet pointing inwards while the hands

move from right side to head level (Fig. 246-249) , 16) continue moving the hands up to the left side

(Fig. 250-251) , 17) move it up to head level again while moving the feet apart (Fig. 252-254) , 18) low­

er the hands to the side the slightly bend the knees (Fig. 255-256) .

"Irifa" (Exit) -walk using the slide walk towards the exit with the hands to the side (Fig .251-266) .
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金城：琉球舞踊鶴（10）

U］５四つ竹譜~①譜語と記号による絵図譜８６１ (写真番号はレオタード写真絵図譜）
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四つ竹譜～②譜語と記号による絵図譜
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金城：琉球舞踊譜（10）

６「四つ竹」踊りのかたち

(1)女立ち(右横向） (2)女立ち(左横向） (3)女立ち(後向）

(4)抱き手(右手抱き）(5)座位両手開きあげ (6)始動構え (7)立位両手開きあげ

(8)女立ち (9)座位両手開き：左膝立て00右手あげ右足突（１１)摺り足歩行〈出・入羽）
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７「四つ竹」踊りの舞台上の移動軌跡

図１．のように「四つ竹」踊りの舞台上の踊り軌跡概略図（移動軌跡）を示した。

①出羽：登場は、下手奥から舞台中央へ直線（上手向）移動で摺り足で出る。

②舞台中央で正面向きで女立ち。

③舞台中央部を往復して踊る。前進一右回り～後向前進～右回一女立ちの順で踊る。

④入羽：退場は４番目の踊りで、右回～上手奥へ前進、左向（角切）で下手奥へ向き、上手と下手を

結ぶ対角線上で踊り（入羽踊り）退場する。

上手苗 下手苗
正面中央前

{し 下手

(中踊

一
（出羽）

中央良＆正面上手良 下手臭

図１．「四つ竹」の舞台上の踊り軌跡概略図
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金城：琉球舞踊譜（10）

8～①「四つ竹」の踊りのかたち図
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8～②「四つ竹」の踊りのかたち図

穂瀞嚥
職鰯騨
瀞瀧繍舗
職綴繍iii
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金城：琉球舞踊譜（10）

１０「四つ竹」舞踊写真絵図譜～②
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１１「四つ竹」舞踊レオタード写真絵図譜～①
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金城：琉球舞踊譜（10）

１１「四つ竹」舞踊レオタード写真絵図譜～②
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金城：琉球辨踊譜（10）
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金城：琉球舞踊譜（10〉

文献 やで風」～舞踊譜体系化をめざして～琉

球大学教育学部紀要第19集第２部pp88
-721975

20）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する研

究(2)－古典舞踊「諸屯」について～琉球

大学教育学部紀要第20集第２部ppll7
-1621976
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